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   〇日 時 令和５年８月９日（水） 

15時から17時まで 

 

   〇場 所 Ｚｏｏｍによるオンライン開催（台風６号の影響） 

  

 

   〇出席者 

 

     教育長         中 野 健 作 

教育長職務代理者    早 川 雅 子 

     教育委員        東別府  睦 

     教育委員        遠 矢 達 一 

     教育委員        浜 田 幸 史 

 

 

   〇関係者 

 

     教育次長        川 越  太 

     教育総務課長      隈 元 成 人 

     学校教育課長      新 屋 公 彦 

     生涯学習課長      山 口 良 二 

     教育総務課課長補佐   原 田 竜 哉 
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〇議事日程 

    

１ 開会 

 

２ 前回議事録の承認 

 

３ 教育長及び委員の報告 

 

４ 議事 

(1) 議案第12号 鹿屋市市民交流センター条例（芸術文化学習プラザ関連）の改

正について 

 

５ 報告  

(1) 鹿屋女子高の鹿屋体育大学との連携事業について 

  

(2) 令和６年３月市内中学校卒業予定者の進路希望状況について 

 

(3) 令和５年度第２回グローカル・イングリッシュ・デイキャンプについて 

 

(4) 令和５年度「鹿屋市子どもサミット」実施報告について 

 

(5) 鹿屋女子高の各種全国大会等への出場について 

 

(6) 看護専門学校の市内・市外実習について 

 

(7) 「かのやっ子わくわくアドベンチャーin屋久島」の実施について 

 

(8) 第32回 鹿児島県少年少女合唱祭 鹿屋大会について 

 

(9) 第５回鹿屋市高校生ビブリオバトル大会実施について 

 

(10) 鹿屋中学校区生涯学習推進協議会「夏祭り」について 

 

６ 動議の討論等 

 

７ その他 

 

８ 閉会 
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〇議決事項 

議案番号 件  名 審議の状況 採決次第 

議案第12号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鹿屋市市民交流センター条例（芸術文化

学習プラザ関連）の改正について 

特記事項なし 

 

 

 

 

  

原案可決 
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〇議事要旨  

１ 開  会 

教育長 今回は、台風６号の影響で、初めてオンラインで開催の運びとなっ

た。本市は、今のところ台風の被害は見られない状況であり、このまま

無事に過ぎるのを待つのみである。 

本日もよろしくお願いしたい。 

２ 前回の議事録の承認 

 

教育長 

 

異議なく承認 

 

３ 教育長及び委員の報告 

 

教育長 

 

報告なく承認 

 

４  議事 

 

 

 

生涯学習課長 

 

早川委員 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

(1) 議案第12号 鹿屋市市民交流センター条例（芸術文化学習プラザ

関連）の改正について 

 

資料に基づき説明 

 

「健康づくり交流室」が「スタジオ」に名称変更するということであ

るが、健康的な内容でまとめた部屋の名称が、「スタジオ」に名称が変

更するのはなぜか。 

 

「健康づくり交流室」に機材を保管していたが、機材の老朽化に伴い

全て処分する。今後は、スタジオ的な機能で、公民館講座の健康づくり

ヨガやダンス、子ども向けの体操などの用途で活用しやすいよう、「ス

タジオ」と名称を変えてリニューアルする。 

 

原案可決とすることに異議はないか。 

 

（異議なしとの発言） 

 

異議がないので、議案第12号は、原案可決とする。 

 

５ 報告 

 (1) 鹿屋女子高の鹿屋体育大学との連携事業について  
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教育総務課長 

 

早川委員 

 

 

 

 

教育総務課長 

 

 

 

 

 

学校教育課長 

 

早川委員 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

早川委員 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育課長 

 

遠矢委員 

 

 

学校教育課長 

資料に基づき説明 

 

 体育大学野球部には鹿屋高校から、自転車部には南大隅高校からな

ど、多くの学生が入学していると聞いた。女子高からも特定の部へ入る

ルートがあれば、より連携も深まるのではないか。学校の魅力アップに

も繋がる。 

 

 女子高でもソフトテニスや、水泳などレベルの高い生徒もいる。その

ような高いスキルを持つ生徒が、体育大学に進学できるようなルート

ができればありがたい。今後の参考としたい。 

 

(2) 令和６年３月市内中学校卒業予定者の進路希望状況について 

 

 資料に基づき説明 

 

 県外の高校進学を希望している生徒が増えているが、どういった学

校を希望しているのか。 

 

 県外への転出を理由に、県外の高校に進学を希望する生徒もいるが、

スポーツの有名な学校に推薦での進学や、文化面で希望する高校に進

学をするのが理由のようだ 

 

 前年に比べて増えているのはなぜなのか。 

 

現在、個別の報告はしていないため詳細は不明である。次回には、も

う少し詳しい状況を説明できるかと思う。一般的には、親の仕事に伴っ

ての転出や、芸術文化スポーツ面で希望する学校へ進学する場合もあ

る。 

 

(3) 令和５年度第２回グローカル・イングリッシュ・デイキャンプに

ついて 

 

 資料に基づき説明 

 

 児童生徒の参加者数が100人と記載されているが、ちょうどその人数

なのか。 

 

 最初から最後までで概ね100人という事で報告させていただいた。 
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早川委員 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

 

教育長 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

浜田委員 

 

 

教育長 

 

 

 

学校教育課長 

 

早川委員 

 

 

 

 

 

学校教育課長 

 多目的ホールを使用して開催されたようだが、狭かったという意見

を考えると、人数との関係から会場が適切だったかを考えていただき

たい。 

 

 今回、大きな目玉として、より多くの子ども達に参加してもらうこと

から、ひまわりキッズフェスの中に取り入れることが大きな取組の一

つだった。バラ園周辺の屋内で、予定人数が入る施設を検討した結果、

多目的ホールが一番広かった。しかし、内容的には大変有意義な時間が

過ごせたので、今後はより広い施設で行えるように検討したい。 

 

 生涯学習課長、４の（3）のＱＲコードについて説明をお願いしたい。 

 

鹿屋市文化財のＱＲコードは、試験的に数ヵ所、観光案内版に英語訳

のＱＲコードを載せる。資料にあるＱＲコードのサンプル録音は、土持

堀の深井戸を２人が担当し、中央公園のいぬまきの説明は１人が担当

した。近日中にＱＲコードを設置し、市民の皆様の反応等を確認した上

で、順次拡張していきたい。 

 

市民向けというよりは、海外からの観光客などに向けて子ども達が

英語で解説する目的であり、順次、市内全ての文化財の説明板に設置す

る。 

 

サンプル録音を確認した。せっかく作成するので、原稿を読み上げる

感じよりは、顔を挙げて説明する方が見栄えも良いのではないか。 

 

模索中であり、今後に活かしていきたい。 

 

(4) 令和５年度「鹿屋市子どもサミット」実施報告について 

 

 資料に基づき説明 

 

「鹿屋市いじめゼロ宣言」を校内のどこかに掲載しているのか。こう

いったものは日頃から目にしていないと忘れてしまう。昨年、文科省の

研修に参加したが、本市と同数の人口である小山市で、大人も含めた取

り組みの紹介があった。親世代も社会生活でパワハラ等があるので、大

人も含めて市全体で取り組む必要があると感じた。 

 

「鹿屋市いじめゼロ宣言」については、各学校各学級で掲示をして啓
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浜田委員 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

生涯学習課長 

 

発に努めている。しかし、掲示をするだけではなく、各学校でも自分た

ちの学校の実態に応じたいじめ防止の取組を行い、「鹿屋市いじめゼロ

宣言」について再度確認をし合うよう指導している。大人も含めた取組

を小山市が行っているという事であるが、この子どもサミットには各

学校のＰＴＡ役員の方々が３名程参加した。子ども達が熱心にワーク

ショップに取り組む様子を見ていただき、様々な意見もいただいた。今

後は、大人や保護者も含めたいじめ撲滅に向けた動きを市Ｐ連とも連

携して進めいていく必要がある。 

 

「鹿屋市いじめゼロ宣言」をし、積極的にいじめを認知しようという

流れになっているが、ゼロにするのは非常に難しい状況だと思う。 

 

認知件数については、学校において教職員が子ども達をしっかり見

守りながら、１件でも多くのいじめを認知して１件でも多く解決する

という考え方で取り組んでいる。この「鹿屋市いじめゼロ宣言」につい

ては、子ども達が自分達で、いじめは良くないという意識を深めた上で

定めたものである。 

 

(5) 鹿屋女子高の各種全国大会等への出場について 

 

 資料に基づき説明 

 

(6) 看護専門学校の市内・市外実習について 

 

 資料に基づき説明 

 

(7) 「かのやっ子わくわくアドベンチャーin屋久島」の実施について 

 

 資料に基づき説明 

 

(8) 第32回 鹿児島県少年少女合唱祭 鹿屋大会について 

 

 資料に基づき説明 

 

(9) 第５回鹿屋市高校生ビブリオバトル大会実施について 

 

 資料に基づき説明 
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教育長 

 

生涯学習課長 

 

早川委員 

 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習課長 

 

教育長 

 

生涯学習課長 

 

 

教育長 

 

 

生涯学習課長 

 

 

遠矢委員 

 

生涯学習課長 

 令和５年度の来場者数を伺いたい。 

 

70人を超える来場者数であった。 

 

優勝者のチャンプ本「あの頃、君を追いかけた」の映画を見たが、ス

トーリーがよく練られている内容であった。高校生の読書率は高い方

ではないので、こういった本を電子図書にして読みやすくしてはどう

か。 

 

電子書籍としては出版されてない本であるが、これまでのチャンプ

本や高校生が紹介した本については順次、電子書籍等でも充実をさせ

る形で取り組んでいる。今回、発表してもらった本は、図書館にビブリ

オバトルコーナーを設置して、全て貸し出しができる状況を整えてい

る。 

 

(10) 鹿屋中学校区生涯学習推進協議会「夏祭り」について 

 

 資料に基づき説明 

 

 毎年、校区を変えて開催しているのか。 

 

校区ごとに取り組みを行っているが、鹿屋中校区は初めての取り組

みであった。 

 

未開催の校区もあるということであれば、生涯学習課としてはどの

ような取り組みを考えているのか。 

 

公民館運営審議会等を通じて地域振興についての取り組みの協力を

行いたいと思う。 

 

周知用チラシは、出校日に子ども達に配布するのか。 

 

該当校区の学校には、８月１日の出校日に配布した。 

 

６ 動議の討論 

 

教育長 

 

  

発言がないので、動議はないものとする。 



9 

７ その他 

教育長 次回の定例教育委員会は、令和５年９月７日（木）15時00分から教育

長室で行う。 

８ 閉会 

 

教育長 

 

以上をもって８月定例教育委員会を閉会する。 

以上 

 


